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研究成果の概要（和文）：個人の生活史は単なる編年的記録ではない。生活史は構成的であり、現在の視点から
選択的に出来事が配列される。本研究は生活史をナラティヴの観点から基礎づけ、心理社会的課題の理解と解決
に寄与する方法として提示することが目的である。対人援助場面において聴取された生活史の生成過程について
検討を行った。その結果、生活史の方法論的独自性として、以下の3点が抽出された。 (1)生活史が内包する時
間の重層性、(2)記憶・想起の集合性と継承性、(3)出来事の個人の生における意味。生活史は個人の体験の世界
を一貫して表現する方法であり、聞き手との共同構成のプロセスによって、当事者の自己形成と回復を支えるこ
とが示された。

研究成果の概要（英文）：The life history is not merely a chronological description on one’s 
history. Life history is constructed by ordering personal events which are arranged and selected 
from the standpoint of the present moment. The aim of this research is to construct the basis of the
 life history as a methodology of the psychosocial support for people concerned. 
  The research group put the qualitative analysis on protocol data which was collected through 
interviews performed in social institutions. The findings are as follows. (1) There are multiple 
layers of temporality in the personal life story. It is significant task for investigating 
collaboratively the special moment of personal life, which is called the Kairos moment. (2) The act 
of remembering in the personal life story expresses the collectivity and the generativity of the 
autobiographic memory. (3) The personal life history is composed by units of events. The act of 
storytelling can make a useful meaning for subjective Self formation.
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１．研究開始当初の背景 
(1)この研究では、心理社会的実践の基盤とな
る生活史(life history)に注目した。対人援助
において生活史の聴取を、人間科学の実践的
な方法として積極的に位置づけることを目
標とした。方法としての生活史を人間科学に
定位していくため、学際的な観点から、研究
グループを編成した。心理学領域では
Erikson(1958)と Lifton(1974)の心理歴史的
方法が先駆的であり、ナラティヴの実践研究
法として McAdams(1985)とやまだ(2000)の
ライフストーリー心理学がある。一方臨床場
面において、Weizsäcker(1956)は医療の場に
おいて、生活史が病理学において独自の方法
的意味を持つことを先駆的に見出している。
病歴とは「病む人の物語／歴史」である。こ
の物語には医療者も当の病む人との相互性
の中で関与する。物語を聞くことは、人の病
に「生きられていない生」が働く様を読み取
ることである。 
 
(2)生活史法の応用範囲は広く、医療や福祉領
域だけでなく、生活史の記述や聴取を通じて
世代をつなぐ実践分野が広がっている。回想
法にもとづく高齢者の生活史聴取と心理社
会的支援は定着している。フランスの生涯教
育の領域では、人生の出来事を聞き取り、生
活史を記述する実践が個人の自己形成に意
味を持つことに着目し、個人の内面の自覚的
な変化に迫るライフヒストリーの方法が展
開している（Pineau,2000)。また日本文化で
独自の展開を遂げた内観療法は親子のきず
なを想起する方法であり、生活史聴取との関
連は主要なテーマである。 
 
(3)以上のように臨床実践と人間科学をつな
ぐところに生活史法が位置するが、生活史の
聴取がいかにして意味生成的で、主体回復と
世代をつなぐ社会的実践に役立つのか。その
本格的解明はまだ乏しいのが現状である。従
来の生活史聴取は「事実関係の収集」に終始
していることが多い。生活史は個人の単なる
歴史的事実の記録ではない。ナラティヴの視
点からすると、人は自らの現実を単に表出す
るのではなく、それを構成しながら意味を作
り出す存在である。出来事の意味は個人の中
に確固としてあるのではない。出来事は回想
の時点で意味づけられ、筋立てられる。人は、
自分の人生を連続した意味のある物語とし
て時間軸上に配列し、組織化する。この自己
物語は個人のアイデンティティや自己理解
の土台となる。本研究は、自己物語という視
点から生活史をとらえ、聞き手との関係によ
って変化する動的な方法論として確立する
ことを目指し、進められた。 
 
２．研究の目的 
本研究は生活史をナラティヴアプローチの
観点から基礎づけ、人間科学の諸領域におけ
る生活史の方法論を統合し、心理臨床、医療

看護、障害者の自立支援、コミュニティ教育
などの心理社会的な実践場面において検討
する。それによって、生活史法による臨床物
語論を、社会の諸問題の理解と解決に寄与す
るものとして提示することが目的である。 
 
３．研究の方法 
(1)本研究は、研究Ⅰナラティヴアプローチ
による生活史法の構築および、研究Ⅱ生活史
法による臨床物語論の公共化、この二つに分
けて行った。研究Ⅰでは、ナラティヴの 4つ
の観点、①時間の多層性②関係性の中でのス
トーリー構成③無意志的想起の働きを含め
た回想 ④社会文化的文脈における出来事
の意味、にもとづき、生活史の理論的基礎づ
けを行った。並行して、対人援助の実践領域
（医療看護の実践場面、障害者総合支援施設
での当事者支援者への聞き取り、司法矯正教
育の場面、戦争体験を語り継ぐ実践グルー
プ）において生活史の聴取を行った。研究Ⅱ
では、研究Ⅰで得られた資料にもとづき、定
例の研究会(臨床ナラティヴセミナー；研究
期間中19回開催)にて分担研究者が集まり各
視点から分析を行った。 
 
(2)生活史の構成は物語（ナラティヴ）を生
み出すという基本的な心の働きを基盤とす
る。ナラティヴの分析は、個人の生の文脈や
世界観のなかで出来事が意味づけられ物語
性が構築されるという意味でのマクロナラ
ティヴと、会話の微細部分に発話主体の意味
行為の働きをとらえるミクロナラティヴの
両側面がある。この力動的関係に注目して、
集団討議による事例検討を重ね、生活史に個
人の内的テーマ、家族の物語、社会にドミナ
ントな物語を重層的に読み取る方法をとっ
た。生活史はマクロナラティヴの枠組みが前
提になるが、生活史を構成していく現場をと
らえなおすと、ミクロナラティヴがたえず働
き、意味を生成していくプロセスがある。こ
の分析を通して、個人の人生におけるライフ
ストーリーの多水準性と統合イメージの形
成プロセスを記述した。 
 
４．研究成果 
心理社会的支援の場面においてナラティヴ
(物語;語り)とは、個人の体験の現実に接近
し、その意味を共有するための枠組みである。
臨床場面でのナラティヴアプローチは、実践
と記述の双方に関わって汎用性のある視点
を提供しうるものである。人々が抱える心理
社会的困難は、生活史上の出来事の意味と切
り離せない。個人の内的な生のテーマとつな
がっている。このようなナラティヴアプロー
チの独自の認識論をもとに、各フィールドで
得られた記述を検討した結果、方法としての
生活史について、以下の特徴を抽出した。(1)
生活史が内包する時間の重層性、(2)記憶・
想起の集合性と継承性、(3)出来事の個人の
生における意味。これらの特徴に焦点づける



ことによって、生活史は独自の心理教育的実
践方法であることを提示した。 
 
(1)生活史が内包する時間の重層性 
ナラティヴの時間性は固有の特徴を持つ。計
量可能な客観的時間にも、体験の主観的時間
にも還元されない。ナラティヴは継時性と共
時性の二つの時間性の次元によって構造化
されている。科学的記述による因果関係とは
異なった次元として、準因果性の次元がある。
これは「出来事」と「出来事」を関係づけた
り、そこに類似の構造を発見したりする視点
を提供する。当事者は自らの身に生じた出来
事に対して「なぜ」を問うとき、準因果性の
物語によって理由づける。そこに、複数の出
来事が連接することで作られる継時的なス
トーリーラインが生まれる。共時性の次元は、
特定の瞬間に異なる次元のストーリーが重
層的に出現する時間性である。このような経
験の決定的で意味深い瞬間を、カイロス的瞬
間と名づける。時間経過を量的に測定できる
クロノスと対比して、カイロスとは、今ここ
の出会いの中で、語りを通じてその人の生の
姿が浮き彫りにされる瞬間である。継時性と
共時性の時間は物語において相互に連関し
合い重層的な構造をもつ。 
本研究では時間の重層性というナラティ
ヴの観点から、生活史法の実践的特徴を明ら
かにした。対人支援場面では、その関係性に
応じて、固有の時間が生まれる。当事者が自
己を語るとき、生じた出来事の時間順序がは
っきりしないことがしばしばある。一方、医
療場面の症例報告では、患者と医者の間で語
られたことの順序は、生物学的時間の均一な
領域のなかでの出来事として再構成される。
ここに体験との乖離が生じる。生活史は特定
の時間枠組みの中で体験の素材を捉え再現
し、体験の世界を一貫して表現するものであ
る。そこに含まれるストーリーは出来事の前
後関係と順序が筋立てられ、独立したストー
リー世界を形成する。これによって当事者に
とって体験に近い自己物語を得ることがで
きる。 
 
(2)記憶・想起の集合性と継承性 
本研究では、生活史は個人において固定した
ものではなく、自らの体験をふりかえり他者
と語り合う場面において生成されていくも
のであるととらえる。聞き手がいなかったら
想起されないことがある。生活史の生成過程
について、ミクロナラティヴの場面をとらえ
検討を行った。障害者総合支援、司法矯正教
育、看護場面での会話場面がそのフィールド
である。その結果、人の集まりや支援者との
間で生じる会話において、無意志的に想起さ
れる出来事が、生活史の再構成に寄与するこ
とが明らかとなった。 
本研究では、子ども時代に戦争を体験した
市民への聞き取り調査をもとに、社会歴史的
観点をふまえた生活史聴取の在り方を探求

した。災害や戦争の体験の記憶は、家族にも
語られなかったままのものも多い。それを個
人の生に歴史化することが生活者を支える
意味を持つ。そこに立ち会う聞き手であるこ
とは、体験者自身との間に生じる葛藤や緊張
を内包しつつ、アイデンティティを社会へと
開く道のりを伴走することである。個別の生
における出来事が集合的、社会的な記憶へと
つながる。自伝的記憶に編入されにくい記憶
の聞き取りと記録の営みが、当事者の自己回
復と社会へのつながりを生み、世代継承的な
集合記憶の形式を整える。ここに、生活史の
公共的な意味がある。 
 
(3)出来事の個人の生における意味 
語り手がはじめから固定した生活史をもっ
ているわけではない。生活史を構成する単位
は出来事である。出来事の意味は個人の中に
確固としてあるのではない。出来事は回想の
時点で意味づけられ、筋立てられる。本研究
で推進したライフストーリー研究日仏国際
シンポジウム(第 7回；2016 年 2月 28 日神戸
大学)では、「何でもないと思っていた私の人
生は、語りだすと気づかなかったことが見え
てくる」という参加者の感想があった。この
ように出来事の意味は聞き手と協働的に作
られる。そして病や障害当事者の聞き取りか
ら、出来事の意味は、時間的には事後的であ
り、世代継承的に構成されることが示された。
生活史において出来事は、その人に固有の実
存的意味に満ちた人生のエピソードとして、
主体的に選ばれ、配列される。必ずしも、客
観的事実としてのライフイベントとは一致
しない。 
 方法としての生活史は、語られた出来事の
選択、配列順序によって、どのような意味連
関が生じるかに注目する。語りにあらわれる
断絶や矛盾、質の異なる推論様式の揺れ動き
を、語り手に固有の生の感覚としてとらえる。
このような生活史的理解から、生活者の視点
に沿った支援の道筋を描くことが可能とな
る。 
本研究にかかわる実践の詳細は、『臨床ナ
ラティヴアプローチ－協働報告 1-3』
(ISSN2188-5834)にて報告されている。 
 
(4)本研究の意義 
生活史は「客観的事実」の年代記的記述では
ない。生活史の構成は物語を生み出すという
人間の基本的な特徴を基盤とする。生活史は
構成的であり、現在の視点から選択的に出来
事を再構成する。生活史にかかわる資料、素
材について、それが聴取された社会文化的文
脈を把握し、記述することが欠かせない。生
活史の協働構成と想起のプロセスは、当事者
の自己形成と回復を支える。生活史の実践は、
当事者の視点に沿った支援の道筋を描く。以
上の特徴から、生活史は特定の時間枠組みの
中で、生活者が語る体験の素材を捉え再現し、
体験の世界を一貫して表現する方法であり、



人間科学における認識の新たな枠組みを与
えることが示唆された。 
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